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会長の時間         内田 学 

皆様今日は、今日はｼﾞﾒｼﾞﾒして食欲が無くなる方

に、お勧めの簡単で以外に色々な食材にあう調味料

の作り方と活用した簡単ﾚｼﾋﾟの話をいたします。 

 一つ目は、梅干しﾌﾟﾗｽ濃い口醤油 ﾌﾟﾗｽ鰹節 適

当な広口瓶(ｼﾞｬﾑ空き瓶)に種を取った梅干しを 2 個

位に鰹節を瓶の深さの半分、そこに濃い口醤油を入

れて、冷蔵庫で一晩 豆腐、生野菜、汁をかけても、

鰹節をのせても、全部を掻き混ぜてのせても、素麺

のつゆに入れても、ｻｯﾊﾟﾘとするのでお試し下さい。 

 後一つは、味噌、ﾏﾖﾈｰｽﾞ、は皆さまお馴染みです

が、ﾌﾟﾗｽ 粒ﾏｽﾀｰﾄﾞ、味噌は塩分が色々有るので、

約ｽﾌﾟｰﾝ半分、ﾏﾖﾈｰｽﾞ､ﾏｽﾀｰﾄﾞｽﾌﾟｰﾝ 1 ずつで、野菜

ｽﾃｯｸや、肉にも以外にあいます。宜しかったらお試

しください。 

 

幹事報告         鈴木 伴忠 

◆地区大会ｽﾅｯﾌﾟ写真ﾃﾞｰﾀを頂きました。 

◆「高校生社会体験活動支援委員会」ご協力のお願

い （就労体験の受入事業所の募集） 

◆ 埼玉県より依頼の広報ﾎﾟｽﾀｰ 

◆「国際ﾛｰﾀﾘｰ年次大会（On To SeouI）」ｶﾞﾊﾞﾅｰｽﾞ

ﾅｲﾄ開催のご案内 

◆ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾆｭｰｽ 2016 年 6 月号 

◆ｿｳﾙ国際大会での日本学友のﾊｲﾗｲﾄ 

◆ﾊｲﾗｲﾄよねやま 194 号   

◆青少年派遣交換学生の「月次報告書」 

◆ﾌﾚｯｼｭﾛｰﾀﾘｱﾝ研修出席者報告のお願い 

◆「RIJO=FAQ」配信履歴（~2106 年 4 月末）  

◆ﾊﾞｷﾞｵだより  2016 年 5 月号 

◆糀谷八幡湿地保存会から小学生田植え日時変更

のご連絡  5 月 27 日（金）9 時 30 分～ 

◆事務所移転により住所変更のお知らせ・日高 RC 

 〒350-1206 日高市南平沢 1083 日高市商工会館 

◆例会変更・・・所沢東 RC 

◆次年度役員・理事のお知らせ・・・狭山中央 RC、

入間 RC、入間南 RC、新所沢 RC、 

所沢 RC、所沢東 RC、所沢中央 RC 

◆週報・・・飯能 RC、入間南 RC、所沢中央 RC、

新狭山 RC、新所沢 RC、所沢東 RC、 

 

ゴルフ担当委員長     山田 富男 

 春の親睦ｺﾞﾙﾌ大会が 5 月 19 日（木）に開催され 

ます。集合時間に遅れないように出席をお願いしま

す。 

 

■出席報告 

月 日 5/17 

会員数 33 

出席者 29 

出席率 87.8％ 

前回修正 ― 

 

川島 昇 

 

 

栗原 和明 

例 会 当 番 記 念 祝 福 卓      話 

5/24「自治会&町内会の今後」

所沢自治連合会会長 

       安田 敏男様 

5/31「健康寿命」健康運動 

指導士  藤巻 陽子様 

 



ニコニコボックス     小暮 博攵                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

内田 学  ああす設計室の鹿田様・葛川様本日は

宜しくお願い致します。 

鈴木 伴忠 葛川先生・鹿田先生本日の卓話よろし

くお願いします。 

本橋 正夫 鹿田御夫婦本日は御無理をお願い致

しましてすみません。宜しくお願い致

します。 

石井 秀夫 ああす設計室の鹿田先生・葛川先生本

日の卓話宜しくお願い致します。 

平林 忠  体調を崩してしばらくお休み致しま

した。 

和記 毅  前回欠席しました。 

大原 律子 2月号のﾛｰﾀﾘｰの友の「ﾊﾟｽﾞﾙ de ﾛｰﾀﾘｰ」

に始めて応募しﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝを頂きました。

とてもなめらかに書けます。有難うご

ざいました。 

 

卓話 「物（ﾓﾉ）」としての建築と「事(ｺﾄ)」

としての建築 

                   ああす設計室 

一級建築士 鹿田 征歳様 

一級建築士 葛川かおる様 

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技

大会のメインスタジアムである「新国立競技場」の

設計をめぐって、建築家やその建物がニュースで大

きく報道されました。 

建築専門誌など僅かな情報でしか知り得なかった、

イラク出身の建築家「ザハ・ハディド」の存在が、

多くの日本人に知られる日が来ようとは、長年建築

に携わってきた私達には思いもよらない出来事で

した。また、何より予想外だったのは、「新国立問

題」、あるいは「2020 年のオリンピック問題」とい

う大きな国内騒動の一部として、ザハさんが記憶さ

れることとなったことです。 

こうした一連の騒動は、『単体の「物（モノ）」と

して建築物を評価する時代』から、『建設プロセス

や、その後の利用を含めた一連の「事（コト：出来

事）」の中で建築物を評価する時代』に照らしてみ

れば、自然の成り行きだったのかもしれません。そ

れでも、ザハさんの立場を少し気の毒に思うのもま

た事実です。 

ザハ案の白紙撤回の後、Ａ案が採用されましたが、

私達はかつて、そのＡ案で新たに設計チームとして

参画したグループ企業の一社に在職していました。

そして、10年も前のことですが、スペインを旅した

際、「ザハ・ハディド」の建築を訪れたことがあり

ます。 

今回、卓話では、このような経験にもとづき、一

連の騒動でメディアに取り上げられた建築やその

設計者について、少し違った角度から紹介させて頂

く良い機会だと考えました。 

ザハさんの追悼や、建築業界の信頼回復ほど大袈

裟な意味はありませんが、ニュースで報道されるこ

との無かった建築の良さや楽しさを、少しでも知っ

て欲しいという気持ちがあります。それは言わば、

純粋な「物」としての建築物の紹介です。 

また、「物」としての建築をつくる枠組みには収ま

りきらない取り組みも、徐々にではありますが増え

ています。設計過程に市民参加を促すワークショッ

プ等が有名ですが、そのような取り組みを経て建設

された建物を、『「事」としての建築』と表現してい

ます。話し合いというプロセスや、建物の供用開始

後のイベントなど「出来事」に重きを置いた建築と

いう意味です。 

今回の卓話では、「物」としての建築と「事」とし

ての建築について、私たちの日頃の活動も交えなが

らご紹介したいと存じます。 

 今週の担当  中 毅志 


